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このたび，福岡市立歴史資料館より年報第5号を刊行することになりました。

この年報は， 51年度における展示事業をはじめ各積の業務や諸般の活動の歩みを

記録するものでありますが，今後の迎営の指針あるいは反省の資料ともなるもの

であります。

開館5年目をむかえる当館の歩みも，種々の施設条件の不備な面を克服しなが

らいささかの進歩があるように感ぜられます。乙れもひとえに， 1'11民各位をはじ

め学識経験者および関係機関各位の御厚情の賜物と常日頃深く感謝いたしており

ます。

今後とも倍旧の御指導と御協力をお願い申し上げます。

昭和52年10月15日

教育長 戸 田成

福岡市立歴史資料館では， 51年度に幕末の勤王家・歌人としてしられる向陵院

招月望東禅尼没後百十年の「野村望束尼遺品展」を企画し，好評のうちにこの郷

土の先覚者を理解する一助となりえましたことはど同慶のいたりに存じます。

年報5号は，企画展をはじめ実物資新の収集，保存などの館業務の運営経過を

記録したもので，当館の展示解説目録・図録，収蔵資料目録，研究報告書などと

もに歴史教養施設の重要な刊行-物のひとつであります。

歴史の浅い当館の歩みも，試行錯誤と思索とを重ねながら目的達成に向って一

歩一歩近づくべく館員一同努めています。乙れもひとえに， 1'11民各位をはじめ研

究者各位のあたたかい御援助と御指導による乙とが多く，常々感謝いたしており

ますが，今後も小規模施設の特色を生かした個性豊かな資料館としての歩みをつ

づけたいと念願いたしておりますので，さらにいっそうの御支援をお願い申し上

げます。

昭和52年10月15日

館 長石 橋 博
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1 51年度の資料館の活動

1 Jぷ不

(1) 常設展示

板間平野は玄界ir4Hζ而し，中国や朝鮮との海

上交通の基点であった。乙の福岡の地取的 ・歴

史的な位置を示すとともに，各|時侍{代Uの生活 .文

化をl砂別リ別jらかlにζする乙とlにζ;治;も日設j以必の主[服肢がある。

l江以L以4示J 

ミ主じで，乙れらをは)先二|保 ・利文時代.(2)弥生時

代.(3)，~，" Jl'tll寺代 . (4 )大~~m と ~j雌飴 . (5)対外貿

易(陶舷総). (6)郷土の先学の業紡の 6部門IL

わけで展示する。とくに弥生時代の展示にはも

っとも力を注いでいる。ζの方金|は開館以来一

口しており，将来も継続する予定である。

今年度は，新らたな資料を加えるとともに，

第 4 }ぷ示室の郷土の先学~lll門と ， tr~ 6展示室の

対外貿易部門との位向をとりかえた。

第1展示室

先土総H寺代， 縦文1時代， 弥生日制℃を展示す

る。先土;得時代は，福岡市開多区諸問追跡出土

石r.:'l'を中心』ζ展示する。純文1時代は111内の元岡

瓜生貝塚，飛栴l貝塚や県内，宮崎県，熊本県出

土の資料(装飾品，石斧，石:tt、，釣針，土器片

など)をJl(示。弥生時代は中国 ・朝鮮との交流

をボす鋭・剣 ・矛・文・刀などの11f銅総や欽*;，

労働・生活共である石庖丁，石剣，石鋭、，石銀，

;;t;，主~)斗~J; (レプリカ). fJ:;j:lIU!i等を展示する。今年度

は第 1JL~示室入口(c，宝台逃跡 C 区J;r$ 5号竪穴住居復

元政型を新らたに展示した。

第2展示室

純文時代~弥生II~げにの土伐を縞~年版にならべ， 土器

の変選を示す。

第3展示室

弥生H寺代の五~flîリを ， 墓地逃跡の模型により展示す

る。今年度から宝満足辿跡岐型を加え，前期末~中期

の金|都立湖、，弥生時代終末の宮のfJij辿跡の各追跡模型

とともに，弥生時代五罰則の変造を示した。また，志賀

J斗，Il~土の金印(レプリカ)と弥生時代の装身具を展示

する。さらIC，今山追跡、出土の石斧未製品ILよる石斧

製作工私!と，立岩遺跡の石!包丁製作工程(レプリカ)

• 
'm'・設展示 CUi6展示本)

'm-設展示(節 4展示引)

をもjぷ示している。

第4展示室

今年度から ， 乙 ζを対外貿易(陶磁保)の)~~r'llζ変

更した。TlTI有名lt!lIJ.¥土の平安時代を中心とする中国製

陶磁掠を展示。

第5展示室

5台のスライドスクリ ーンを設け，スライドとアナ

ウンスで郷ー|の股火を紹介する。今年度は，博多織，

I，IJ多人形.1呼多商人一傑の{也lζ.)ぶ石，'，"J山t/.筑前万
を紹介した。

第B展示室

I".!i杭時代，大宅Tnと約11虚飴，郷土の先学の 3部門を

展示。古邸時代は，老司古J-]'t.五島山古境，丸|寝山古

墳出土の鋭 ・玉 ・銅鉱などの他Iζ，片江古墳iff.野方



cþ)京追跡の須恵~~ ， 二1:: r:m 1誌を展示した。 また新らた

に ， 片江古樹 IH 6 ~ 8 号 Ji[の古j五模型を加えた。 大宰

!I~ と耳目:1虚fli1iは ， 主に瓦を展示し， ノマ才、 jレにより大宰府

の説明をする。今年度より，京/向日経j家1号主体音1¥断

(2) 企画展示

博多祇園山笠展

7月 1EI ~15日第 6 展示室

I司j多祇l認山笠の行事iζあわせて，例年行って

いるものである。本館所蔵の「時多山笠肝風図

絵J (紙本選「色，初代三百主清竿)六山一双を

展示した。

野村望東尼遺品展

11月2EI ~ 16日第 6 展示室

展示品解説目録を入館者!C配布 (B5版 8ペ

ージ)

野村望Jf[尼は，幕末における福岡蒋のがj王家

である。生来，利発であって，歌文にひいで，

手芸にたくみであり，安として母としてすぐれ

た女性であった。

望東尼の生涯は，干1]熔後の生活，平尾山;!i:の

生活，剃ik後の生活，如!，FfO流人の生活，防長

(山口県)亡命後の生活を'I!i:々し，その哀歓こ

もともの人間的試~aiは，当H寺の女性として柿有

のものであり，現代iζ もなおJ'[<仰にたえう るほ

どに特~~~なものがある。

望*尼没して百 卜年，われわれは， ζの郷土

の先人を理解する一助として，今回ζの展示を

企画した。さいわいにも，東京の野村家から本

館へ寄託のJJ1品のほか，如1島，太宰府天満宮，

浦野家なと各ブJ而の協力をえて，幾多の31I重資

料を同時に展示公開する乙とができた。主催者

としての喜びζれに過ぎるものはなし、。

()ll!示品目録序より)

展示品

1 向l凌集 1 nn 
2 ひめしまにき 1011 

3 姫島獄中図 1m 

4 盟東尼詣簡集 ftl~' ~ Il:;!jたより 10巻

5 刊本比売嶋日記

6 歌 「古之己耳 ...J(万主~仮名古桐板)

3 

面模型をl-H土171とともに展示する。郷土の先学tll門で

は貝原益事F.f-l:JJI'南冥，717相11程!日，出1;村望点尼.I:ll山

平次郎の業績を紹介する。

出r1サヨ~:rk J己逃品J1是 (1) 

出川J日」京j己jJd"lI'dlく (2) 
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7 白歌自筆小短!肝の嫁1

8 望Jti.J::rm(言正あて)
9 短Im~rJ 折本

10 もとのしづく

11 万il-集ぬきほ

12 五9011への慰めと励ましの歌

13 太率的天満宮別当 1両全tl~師宛~;l:i:W1

14 'iiII束尼自詠白書(万葉仮名)

15 D物「筒利U 111問者J2点、

16 血自 民E詞般若政経密タ心経 211日

17 ii半出 (品色笠)

18 扇子 3木

19 扇子桜花 ・斎 .rXiの絵

20 扇子「仰せごとにより いへをいづると

きlζJ

21 金玉文深:;，1; 111ft 

22 平野国臣白歌自竿

23 大|波言道自撰白 ~lI:歌集

24 大限言道巨!歌自 ~P:

25 尼と梅処尼二人の14I作石病のWiAミ記

26 桑賢 Li.J山麓Jよ~lil¥!銘

27 ~文初lT% 佐々木1~i綱編『野村量点尼全

集.1W~;~~ 

28 具足 l償

却 i荻込刷工 3点

30 tI氏込細工 3点

31 鈎原家所蔵望東尼文占閏録 1 nll 

2 firl収集

(1) 購入資料

今年度の購入資料は下記のとおり。 ( )内

必は受入m号である。
l 純文時代 ・弥生時代資料 24点

純文土?:~ 3 (復元完形 1，破片 2)純文11寺

代晩期(8 76-2) 

打製石斧 10 縄文H寺代晩期 (876-3)

打製石訪日 11 純文H与代 7 (うち 4は姫島政

泉限石とみられる)・弥生H寺代4(876-4) 

いずれも宮崎県高千松IIIJ陣内追跡採集

魯

32 食総

33 折たたみ財布

34 小物入袋

里子村虫京JE:'.治品展 (31 

里子村E在来j己遺品展 (41 

B76-2 *:rr文上保



B 76-3 jJ忠!1i斧(弘)

B76ー7 石斧，石銀(弘)

5 

2 弥;~JI制 U資料 6JK 

1.:J f，if! 2 
|初|部jD，t志陣oUIJ御w怯111i立跡、採集

石地lJぷ1'-1 1 ~ 
(s 76-5) 

石鎌

石!臼r 2 制 I~j県必口 T[J竹ケ本大j家採集およびUj

J-.j:むイ~i\"Y (B 76-6) 

3 弥生J/.'ifに資料 6 }~;， (s 76-7) 

太]杉山{;}UiJ手 1 

石斧 l

ノミ j影b斧 1 

1I庖丁 1 

石鈍 I

JlIJ Ti 

し、ずれも柄 I~(，j 1 1)山 Ið:長iJ~貝塚採集， fJj(HI式にと

もなうもの。

B76-6 才iJGi丁(!f:J)

B76-5 イ，JGiJ，t~材 ， 11鎌，イj:i!¥(1，'3)

B 76 7 ::riJ8 J(%) 
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4 *:日文|時代 ・弥生時代資料

(1)免LU式土保(復元完j影 2 熊本r!i，I #.ij立
跡山上，弥生時代後j切(B76-8) 

(2)十字形石総

円盤形石;.r.~

石斧 1 

石庖丁状石器 4

打製;J':，撤 3 

石銭 1 

不定j影剥Jt石法 8 

知JJI 2 以 lては;純文lI!jf~)

ナイフ形石器允土問時代)
よもさ

いずれも熊本県北;'¥[¥llIj凶ゴJ得逃跡採集 (B
76-9) 

(3 )三又Ti~;:;

(4)ti' [ 

熊本以屯北村西平rl1家
純文lI!j f~ (B76-10) 

if~.4，県城南IIIJ 街Jfi正i貝J'jJ(

純文lI 'if~ (B76-11) 

(5)打製{，鍛 31熊本:r!T，f5占有追跡

#;jJ 片 1 J 純文lI !j f ~ (876-12) 

(6)石製kMiJi車 1 熊本市千金中貝塚

%;~JI与!日( 1376-13) 

(7)黒1I!(1石ifdJJ十 熊本県本枝市)U必

需IU文11今f¥:(876-14) 

(8)打製石鍛 9 íf~木県本渡市新聞

(9)打製石鋭、

純文時代 (876-15)

Íi~木日，l .4三波rH'W"士 JiMi 
判火:l1!i'fに (876-16)

5 中l司陶隊総((政片 49点(876-17) 

平和台探w品 JlI"J~底部破片

6 [[二i 山平次郎防士自 ~n:JJ;H:HJ; 52).'λ (1ヨ76-

(1)自笠原杭，メモ等 50}~i， (1216枚 '9J制II

は8ページ以下の衣。

(2 )中山間士あて梅原末治 l~::fm 1 J.血

( 3)1n~ ， 図 ， 釘î;;f;:等- 17i (69枚)

B76-8 免111王に上総

B 76-17 '-[:1同陶磁以(%)

B76-1 '[:1111、ド次郎防上向笠原杭
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園鶴伊
876-9 凶}j寄追跡Tî;?'~(%)
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B 76-10 三又石保 B76-13 紡錘'11 B 76-11 管玉

A A A A 

b 8 g会
棒、
8 

B 76-15 石鍬

A A 
a圃圃圃h

e、
B76-16 訂鉱 B76-14 剥片 B76-12石鋲，剥jff C1h) 

中山平次郎防士自筆原稿一覧

番号| 原 ;w，:j 表 j包 Itt~1 発表執筆年 用 紙枚数
【内 容〕 論文題名|掲載誌紙|発行年

1 I叩 係諸僻附〕 |大正初年||f:?とJJ| | 
2 I糸島叫 ||||lFT|1913 首罫，毛筆 2 糸島海峡 新iコd巳f被史』 の 71~919 4 

3 I福岡県下発見古瓦州問 |ド1 刈育島罫製蓮帥，毛j池也築H川防l 1 古瓦類刻雑f考(一) 究6一 4

4 I悠の一字を有せる古瓦片 |青製罫，福毛岡中永田 I6 I (原稿閉じ) !考古学雑誌 | 5 -12 
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I~| 古瓦類雑考三 11 1 51_----+-=~-
6 1天拝山山下の正平の詩桃 1 11 ! 2! (原稿同じ) I考古学賢2I 附
ョ一言研究の新材料 里吉一 1 1 1 考古学哲41附
8|自製の浮木二 憩コクヨ65181 
9 !骨量噛盟童23f-L-|豊水田製 ! 1~I__~-
川朝鮮鐘及其些L l 1 11 1~I 斗 1--

赤罫羽車印 I ， f¥ I 

1 1博多聖福寺の守空襲の原稿)i 1326 111(原稿明じ) 1考古学担6|
||計181
|育罫茅島製 !、 l鴻臆館の所在lζ

12 I鍔際空22お護ヨたび| ;?ii i諸永田製 I ~271 範蕗統芸|考古学竪 1I 
1毛筆 ド|ふ

131~...~:~::::の地域に就 l fI;lii;;;l)ωliEi判叫イ 19
叶口JGを有せる一種の白資 |附2叶重量永田製 1 51偲稿lζ同じ) 1考古学程81附
15!C筑前国糸島郡今津の貝塚) 1 1 11 1 21叡騒島郡今|考古学程61附
表〔金印物語コ 想日割以 1211 

[差是抑制251 |ね11-|考古色|
裏!?!粧品開i lf二の MI l l 
171同〔滑博多州矧町附割間即杖恥)閣赤赫罫， ぺン一141同防博酔問多朔町閑割間杖 l問考結古学警程空斗竺竺1 
|陣表銅鉾銅剣の新資料 1 V'C1~'~ 1 1偲稿咽じ) 1考古学守樫雪71 19 
I~.- .H:; r;.:..~ . ..:i_:. i;e;:.:;-~k_-ã:i:i-;，.:.-~.:;-A.，U_: "... I 必1臼5~1η7j揃前 I 3 I 
時 iE言謀議喜朗幹 I赤罫67，ペン!lzzF訓示脅さ51一
一一ー一一19 甥謀議弥生式土器遺跡と| |謂野塑|51(原稿と同じ) !筑紫史談18集11918 

芝崎の口始元年

初|所開獣帯鏡に就て 11 1 93 1難 ;誠|枯曜日|

21戸臓にー講演輸|担前半?Iノート，叶 11 
n |博多湾南岸の元法役防塁地 l大正日頃|重量中山用紙 11 1 

231元定戦史原稿第三冊 1 11 1重量茅島製 1 1 1 
M |古瓦桝 _1 _ 11 151 
251言宗総長室殊遺物発叫 1 I惣茅島製 1 71言語議長|枯学樫9I1悶
竺|福岡兵営構内の古瓦←盟竺!竺|二| L i l 
27iff、草子町 謹茅島製 11141 ~~té却で μ孟孟~_-I 1915 
|資器峨て値鉛 皇室永田製 Ir~ 1一一、 5-111… 
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三十鰭断て醐放|
|紺鉛罫筆コクヨ6511 1 

の成因道切れの断続( 1 新光社原稿 1 1 1 (原稿同じ) !の大『問系日題本』に第地つ理13い巻風て俗書|い19て30い

30 1 ~~同る玉質侃玉/発達ニ| |黄大罫雑福誌用岡紙医科 11川|倣る)会雑誌に

|有銘の銅鐸
31 I n ~(裏面一部lと別稿) |赤罫侃ペン 191 (原稿と同じ) |歴史と地理 1 1悶23-6 

321銅剣及び前漢式鏡の資料増補l i赤罫，ペン I 4 I (原稿と同じ) |史別学雑誌 | ω 24-4 

(16) 

1 
-ン， 1 

34 1 

〔鋳型について〕必 9~1l揃
雲町ぺン I4¥ 35 稿用切紙を 噌a 

(裏面にのみ番号を付す)
にって
裏lζ記す)

1 c鋳型l乙つ叩と関係 1 36 1 34・35 あるらしい |想中山町 41

1 涌の(3各4部・駒3分5，・ 3下6芸. とと〕 佐川 6[
37 37は書同一論文

部， 書，浄とみら
れる) 、

38¥働問の問〉 同67 ベン¥ 2¥宇野?伝の l考哨誌 ¥1悶18-9 

39l|土雑墳鈎隈附近の石護士墳と無蓋 I |幹ヘノクヨ671山¥糊繍叩と無隈駅葦石土官壌土¥考古学雑誌一9 1 ω 

40 1銅鉾銅剣問題再検討 |想コクヨ6711l1(原稿と同じ) |考古学5ー71 1934 

41 I び〔細遠線賀鋸川歯遺文践鏡の土〕器と銅鐸及
赤罫コクヨ67

考古学3イω ペン
(原稿と同じ)

青罫コクヨ65
ペン

421!遠日賀紋川土遺1*蹟の土器と朝鮮の櫛 1 |憩コクヨ671251

431誘塚発姻の遺物，飯塚の発掘| 1934 |想コクヨ671451第42回生物十日会講演会於恵愛団ホール5. 10 

44 A〔博古6多5代物~の語10博7か多は。揃(複19数25の)原か，稿古か代j~ 1 ベ赤ペ罫ンンコクヨ2101278

451金印物語
ベン
赤罫コクヨ210113 

461小の野裏第ぱな「進し望往来船』の詩話 1 12;羽車印 12~}21\j喜望往紺jI西日f古里載 /19540 6

l
鰍即時

①ノート縦必書1 
①Ail1 ~12完結. Ail8の4 ベン，

~12 

行以降は，④のAíl 6~必 ②ノート縦書
ベン



①赤罫67，ぺ1，1 1 
ン，袈 1"1 1 
①育罫福岡永1 1 
回，ペン，110)22 
A'O. 6 ~15 
⑤便主主，ペン
Ao.23-2枚13
必24ー l枚
@都久志刊行
会用紙，ぺ11 
ン 1 ) 

257聖子準備室拡張i日~' - I --------- ---1ふ吋 I (1)-1-----------------， 
|考古学雑誌 | 

須玖岡本の造物 ①の表 I (1) i (原稿伺) | 17 81 
48| 〔日本発掘の最古の支那蜘ζ I 1昭和初~I ート， ペン I 2 I 
。|就て〕講演草稿 I 10年頃 |ノ ド 1 "1 
I -11....-1-. ，1，1，1 L CJ -!--Tr J[，- (-'i5 137l rh ，~. I 医学部25年史
49
1粧品諮詩集選叫す併用紙の哀，l' l-l| l 編纂用紙の哀 1

ペン )川
青罫コクヨ6519 
ベン

|青山用紙 1441毛筆

|矧67 ペン 1 1 [ 

Bの10行までと11路同じ。

① A'O.8の10行以降は①には

ない内容がつづく。

47 1 ⑤①のd阪8後半にl格同，①

必6はじめと略向。

武
草
部
演
F
杭
内

、口
一
三
日

一去
る
(
よ
レ
U
ず仁

，41
l
'h
'
 

文
頼
本
依
日
生
と
先
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城
h
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れ
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ヒ
授
精
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7 青籾11積信関係資料 2077点 (B76-18) 

(1)考古関係 181点

筑紫磐井石棺図，相11園集古図，後i!JJ.金印略

説得i

(2)害状 74点

鈴屋翁の送儀，訟の乙と筈

(3)図面 47点

長崎絵図面，香椎宮官幣殿図等

(4)写本 533点

黒田家譜，令義解等

(5)古文書 440点

宗像社関係古文書，筑前諸家古文書等

(6)稿本 44点

71<城の下樋出土の記，唐津通長l崎道中記等

(7)記録 147点

朝倉郡内記録等

(8)旅行 2点

(9)有職 2点

(10)絵画 24点

文化八年御免朝鮮人行列次第，耶馬渓図等

(11)歌文 315点

本居先生添削詠草等

11 

B76-18 青初11麗信関係資料

閥系区1 14点

原!日家嫡流家譜等

(1311ヨ録 15点

集ii+穏目録等
(14)雑誌 78点

(15)刊本 118点

群書類従，庭訓往来等
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8 ~Í"村望.!1~)邑関係資料 269点 (s76-19)

(llI'jf[i(毛TJ; 1枚
(2)ri，j陵集 1 rm 

(3 )折木(屯束尼迫墨~，l; ， 金玉文t策担li) 1 nrr 
130占

(4H-!:足 1f!U 

(5)J可l絵紺l工 1点

(6)扇子 l点

(7)ひめしまにき 1f11t 

(8 )MI~;1斗獄中図 I枚

(9)MI;il;;)よりの書簡 131点

(JO)絶銀 1点

(2) 寄贈資料

今年度の寄贈資料は下記4件である。

l付必は受入.m:号

1 ;l-j 総 13点 (P76-1)中尾徹氏寄贈

ナイフ形石器 1 

石刃 6 

J京石

石 鍬 5

2 細形鋼Ji; 1点、 (P76-2)三野首氏寄贈

福岡市西区有国南追跡出土

ζの追跡では1898年K盟結墓群が発見されて

いる。19'19年 1)~ 1[，残っていた 9基の数倍去

を井上敏男 ・三野草氏らが調査した。銅二えは第

2弓到打(基(弥生時代前期終末の殺到に)から発

見された。同級の銅こえは，唐津市字木 ・波13:陀:

2*111土しており，いずれも弥生時代中期前半

の主!5tr，;から発見された。

森貞次郎「有国主主陪逃跡のliEfi官と銅文Jr有
旧辿跡福岡市有田古代集落追跡第2次調査

報告』福岡市教育委員会 1968 所収

3 西大橋設計図書 16枚 (P76-3)問上為巴氏寄贈

IIs和初年ICx;tt設された西大橋は，地下鉄建設のため

にとりこわされた。 乙の精を設計した田上氏より，

設計図ttが窃lhEされた。

，1 盟fトj" 型.!1~尼 i立品 18}~~、 (P 76-4) 出f村 ~I~一氏寄贈

(1)! (u ，1:: r J堅詞般若波羅i~;多心経J 2 nu 
(2)扇子 2本

)Eより大宰府五g0111ζ奉呈した歌

876-19 野村望京j立関係資料

ヘ
P 

AP76 1 :r，部
P76-2釧見 砂

万民仮名 ILLI必μ本心之清解盛者・

(3 )j1P絵却ILI ~ 2 }!!， 

懐紙入 r'n'!J..・秋以E観月模様J
}，Tiifli r I Iの!lH央線」
(4)Jilil(?よU1li 4 {文

(5)系議 2 ~";Il 

「本姓佐々木虫f村系譜」

r~刊寸守~;，Jl尼 1)1;)係各家略系諮」

(6 )館111室長官.!1~尼文 21 日銀 1冊



(7)1:')本比先嶋日記 11111 

(8)>=1'-;)但lir教義立志基J 枚
(9)II?J府13伴歌街l会j主題8月間H:起点尼lζ|主|
するもの(jJlJi彩資料) 2点

(3) 借上資料

干1伯でイ皆川している資料である。19{'1二すべ

て考，~，資料で，総J点点5旦、数は 7η25.'点t

ものを列;氾己する。

純文;土問十(桑原飛桁1貝塚)，ゐ斧 m山
U¥こと)，1'''i Jと(出ゴ地不言l)，二制1二以鋭2・

銅倣8・勾玉 2・管玉 B宅 (以上::fi.!~\ JJ 1 ï~Î J:L'! 

1
1111こじ)，1三l光鋭 .;i;);刀子(メLJ'8:台辿跡I.U二|ー)，

純文時代石総(福岡市内各I也)，先土保時代

石総(福岡市内及び周辺各地)，瓦(長者原

j発;'J'iJ¥-1ょ)，銅矛(春日市西方UJニlニ)，越州

:デ:水注，tiij!獄葡萄鏡。

(4) 寄託資料

そ!j，iEを受けた資料で，考占資料とj盆火資料

がある。考古資料の多くは，Tlj教委文化課の

発抑資料である。これらは寄託j及し、にするに

はr:¥]泌があるが，手続上寄託としている。将
米改善せねばならなし、。資料名は1/1告す。

(5) 資料補強等

野村包点尼造選の哀:flち，巻子本仕上げ，

折本仕Jてげ，1昧製作，逃1'1二細工等補強宅。

(6) 模型作製

ヨ三台辿湖、 C区 5 号竪穴住居111:復元1~1~~.股示m

ケ一作製(第 11.瓦示室入口lζjぷ示)

(7) レプリ力作製

l 銅jiJ)j型(福岡県問垣IIU吉本山土) 1点

(R 76-1)東京大学人類学教ftUi:員(重要文

化U，J)

2 銅矛鈴型(福岡県春日市須l久間木造跡lJ:¥

」ニ) 1点、 (R76-2)東京大学考古学研究室

民主

3 ノドfm "}，'!， (R 76-3)大事J(f11¥上

(8) スライド作製

1 IWf?人形 (21コ<6分00秒)

2 I\~多織 (19コ< 5分55秒)

3 t-!J多商人三傑 (30コ<10分00秒)

13 

R 76-3 木前1レアリカ(約Ys)
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3 普

(1) 刊行物

1 歴史資料館年報Ai4 (昭和50年度)B 5版 28ペ

ージ，関係者・関係機関に配布5月30日発行

2 福岡市立歴史資料館研究報告第1集 B5版

107ページ， 3月31日発行 博物館・大学・図書館・

各県教育委員会等に配布

資料館の研究活動を公表するためのもので今後年に

1回刊行の予定

収録論文

下条信行「考古学・粕屋平野一一新発見の鋳型と

鏡の紹介をかねて一一」

4 調

(1) 特設展示の開催調査
1977年夏に開催する「福岡市の遺跡展JC乙れは19

77年 7 月 19日~8 月 31日に「福岡平野の歴史ー一緊急

発掘された遺跡と遺物原始時代~江戸時代一一」と

して開催〕のための準備調査を行う。対象遺跡，調査

年度，調査者，出土品，報告書等について調査した。

(2) 収蔵資料の分類と台帳

資料館活動の基礎は，収蔵資料(購入・寄贈等によ

る館蔵資料，借上・寄託資料)の分類・整理・保管で

ある。しかし当館では，資料分類の作業は全くなされ

及 活 動

筑紫豊「福岡藩の国学者青柳種信の研究H

一ーその年譜的素描一一」

三島格「腕輪二題」

3 野村望東尼遺品展解説目録 B5版8ページ 野

村望東尼遺品展期間中入館者lζ配布。

4 1'"ンフレット
入館者に無料配布するもの。これまでのA4版6ペ

ージのものを， B 5版8ページにし，内容も一部改

定した。

5 英文・中文パンフレット

外国人入館者のために，上設に英文，下段に中国文

で記したパンフレットを作製した。内容は，日本語

パンフレットとほとんどかわらない。

(2) スタンプ

入館者がパンフレットや絵葉書に押すためのもの

「金印」と「館建物」の二穫を作った。

査 研 究

ておらず，したがって個々の資料についての分類・整

理カードも作っていない。

資料の分類については，なによりも分類方法・基準

の確立が前提である。前年度より，他館の分類方法に

ついての調査を行っているが，これらを参考にして，

当館独自の方法を決めるにはいたっていない。当館の

収蔵資料は，考古資料と歴史資料であり，両者の分類

基準は別のものとすべきであろう。

今年度は，分類までは至らなかったが，受入台帳の

盤理を行った。これまでは，受入れのための事務手続

書類の綴りを受入台帳がわりに使用していたが，これ
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では資料の出し入れ等に不便だからである。との台帳 L 75-14 (1975年度借上資料の14番)

には，開館以来の収蔵資料を，館蔵(購入・寄贈・調 <受入台帳カード>

査採集)と借用(借上・寄託)にわけで記入し，個々 図参照

の資料l乙J伝を与えた。しかし，個々の資料もしくは資 今後乙の台帳を整備し，個々の資料の写真ネガ番

料収納ケースに受入番号を付すまでには到っていな 号，収納棚等も記入するようにしたい。一方，分類基

準の確定も早急に行う予定である。

受入台帳 史料呈入台鰻 薦入鎗蔵品 ~コなじコ

<種別と記号>

購入 B

寄贈 P

借上 L

寄託 D

調査・採集 C 

模型 M

模造品R

<番号>

種別年度(西暦年の下2ケタ)一受入}I闘の番号

例 B76-3 (1976年度購入資料の3番)

111斜受 λ 台帳 寄鴎飽 a品 ~コY口
.，.・ ~ .. . . . ..‘ .程..・ 固..民皐・邑厨 a. 9 ・. . 
.・~ ... 

-回・ー占圃晶画画-

貴将畳 λ 台帳 寄託 |."1 I~コ -J口

s. 
画制轟 E 事住 町箇~.申吋予定日制日!富岡=. . o • 

1:1 1:1 I i 1 
' . 
1-
眠

1:1 ，. 

1 i 
l瞬
.1 . 1:1 .， . 

瞬

， 1 ' 1:1 .， ' 
"揚 . ::1 1 l・0

*λ . ，“ 圃~..・
'Ie 

国 ..~a ・住居 -・・. . ... . . .鵬 見. . . • • .，~偶 .. . ..周
B 

. 
→ a . 

B 

B 

B 廿
B 

B 

. 
' 

--.ー

商科畳 λ 台鰻 {昔上 仁三三コV仁]
寝入 .網 . .‘ 誼愚民・圃畠 高且iIie量入量...由 会儲. . .‘' .， e 信 厨昨.IUlpxD可間関岡田I~同a
L l l ， 

|:| 
L 

1:1 
L 

1:1 
L 

1:1 
L 

:1 I! 
L a層

国・
L 町

DI 

， . 
a 

L 

‘" . 
舗関市..  

資料畳入台帳 調査・採集鎗蔵品仁玉三コY口
量λI冒胴国量・a・・者 量 制 名

. 
時半

巴 最岡信宥.‘' a 
c 

e 

6 

c 

c 

e 

~ 1 1 ト一一1:1' 1:1 
c 

. 
11 ，1，1箇aE1! 

1・
e 

1:1 
c 

'I11 i 
.脅

1:1 a 
e 

D Z野

， 1 ' 1:1 . 。

圃圃.由圃・田圃画
ーーーーーーーーー
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E 施設管理業務の概要

2. 施設運営業務の委託1. 施設・設備の整備

(1) 改造 -受付応対業務・展示室瞥視業務・清掃業務

-避難通路用歩板取付工事

.通用門鉄板溶接等工事

空調，冷・暖房機操作等保守業務・夜間警備業務

隊)シンコー

(2) 修理

-展示室遮閉窓ガラス清婦に伴う特大展示ケース移動

業務 日本通運(株)福岡支庖博多事業所

.7)レチスクリーンディスプレイ装置用テープレコー

ダ一分解補修
3. 設備保守点検業務の委託

・電子複写機(リコーBS -370W)補修

.排水ポンフ。取替え補修

-電気設備

財団法人九州電気保安協会

.電話交換設備-館舎補修(図書収蔵庫洗面合取替え，作業室通路照

明取替え，玄関扉自動開閉器取替え，車止めパリカ

ー，暗室DPE処理台，警備員室雨漏り，ペンキ塗

装替えー展示室階段部扉・手摺・壁，警備員室屋恨

等)

富士通興業側九州通信営業所

.自動火災報知設備

・ガス湯沸~各パッキング取替え補修

(3) 備品

日本信号株)九州営業所

.非常用放送設備

(傍)スタンレー

・盗難火災非常通報設備

-福岡城下町・博多近隣古図用額縁

財団法人電気通信共済会福岡営業所

.収蔵庫空調設備

・文化財収納保管籍(野村望東尼書跡巻子本とその照

合読解用活字本一佐々木信綱著全集抜粋本 および

軟入綴本等収納周，内箱四段桐製・外箱縦製)

・カメラ(マミヤRB 6 x 7. cdsプリズムファイン

ダ一)

(4) 借上

-ゼロックス複写機 (FUJIXEROX3103型，

A6.22669) 

・植木鉢(毎月大4鉢，小12鉢)

九州新菱冷熱骨量)

・展示室等空調設備

山武計装倣)福岡営業所

.暖房設備

隊)巴商会福岡営業所

.冷房設備

九州目立冷機(樹

・鳩害防除業務委託

イカリ消毒隊)福岡営業所

職員の研修

施設管理運営状況調査 51. 5. 8 熊本県立美術館

九州博物館協議会総会 i 5 山 5I 宮崎市青島県営国民宿舎
同和行政管理者研修|

5. 18 | 職西員日本研修相互所銀，行国大民宿ホ舎ーノレ「千石荘」6. 2~4 

日本博物館協会博物館学糊 | 8 ト 21 I 東京海洋会館
中山遺跡発掘調査| 9 い 4I平戸市度島問牟悶字中山

所

料展頒示布品処，収理状蔵況品調図録査等図書有 1 9 ト 9I ;/川市立歴史博物館・北九州市立美術館

出張者

島

島

島

f愛 藤

後 藤

石 橋
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料展頒示布品処，収理状蔵況品調図査録等図書有 I 9. 1い 7 I 長崎県立美術博物館 1石橋
資料，施設管理運営状況調査 | 9. 25 | 佐賀県立博物館 島

義組目課題塁議会学芸員，事 | 11. 11~12 I 北九州市立美術館・北九州市立歴史博物館 | 八 尾

文化財保存講座| 11. 12 | 九州歴史資料館 |後 藤

第28回全国同和教育研究大会| 12. 4~ 6 I 神戸市中央体育館ほか 尾

蓮華iiz;開高卜z2-15聖?霊EiFi郷欝晴海閥|石 橋

施設管理運営状況調査 3. 1日 2 I 物館 阪|八 尾

歴史資料館協議会

委員名簿(五十音順)

氏 名 |郵便番号| 住 所 役 職 名

井上 814 | 福岡市西区西新1丁目12-8 |福岡大学人文学部教授

岡崎 敬| 813 | 福岡市東区香住ケ正3丁目20-25 |九州大学文学部教授
鏡山 猛| 816 | 春日市春日1酔 28 |九州歴史資料館館長

要 照夫| 814 | 福岡市西区拾六町621-87 | 福(福岡岡県県立高福等岡学中校央高歴等史学部校会教代諭表) 
川添昭二 I 8山 3 I 粕屋郡粕屋町仲原新町 |九州大学文学部教授

谷口鉄雄|時01 I 筑紫郡太宰府町白川ー27 |北九州市立美術館館長

田村園澄 I 811-32 I 宗像郡福間町東福間団地A絢 |九州大学文学部教授

筑紫 豊| 812 | 福岡市東区箱崎1丁目2申 3号 |福岡県文化財保護審議会委員

平田 寛 I 811-34 I 宗像郡宗像町田の里四3の35 |九州大学文学部助教授

平林 813 | 福岡市東区香住ケ丘6丁目25 | 歴福史岡部市立長中(香学住校第二社中当J校ト研教究頭会) 
藤井 功 | 蜘 01 I 筑紫郡太宰府町都府楼団脚12 |福岡県教育庁文化課長

三 宅 安太対刺到郎[1川)I 跡 01 I 福岡市西区今津4798-170 |福岡県文化財専門委員

森 貞次郎 | 812 | 福岡市東区富松2丁目2申 5号 |九州産業大学教養部教授

安河内和好| 814 |福岡市西区飯倉163 | 代福岡表市(長立尾小小学学校校校社長会)科研究会
八尋和泉| 812 | 福岡市東区箱崎6丁目噛5-520 | 九州歴史資料館学芸一課技術主査

開催状況

年月日

51. 6.17 

8.26 

委員の異動について報告。常設展示の変更お

よび，資料の入れ替え補充計画，特設展準備

調査の実施計画，スライドの製作企画につい

て説明，協議。

昭和52年度事業の企画.r野村望東尼遺品展」

の開催計画，資料収集，研究報告第4集の刊

行計画について諮問，協議。

52. 2.17 

3.31 

委員の委嘱，正・副委員長の選出，実物資料

購入計画，実物資料鑑定評価委員の推薦，資

料の充実整備状況について報告，説明，協議。

昭和51年度実施事業の経過報告および昭和52

年度事業計画，予算について説明，協議。
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図

1 購入図書

東洋陶磁大観(講談社) 4 (第1，7， 9， 10巻)

岩波講座日本歴史(岩波書庖)10 (第2，3，6，7，11， 14， 

15，18，19，26巻)

善隣国宝記(国書刊行会) 1 

都交徴書(国書刊行会) 1 

海東諸国紀(国書刊行会) 1 

仏教考古学講座(雄山閣) 3 (第3，4， 7巻)

日本の旧石器文化(雄山閣) 2 (第1巻，第4巻)

大宰府史鑑(文献出版) 1 

福岡県郷土叢書(文献出版) 1 

対馬の考古学(縄文文化研究会) 1 

中国古青銅器選(文物出版社) 1 

朝鮮瓦埠図譜(井内古文化研究室) 1 

世界考古学大系(平凡社) 3 (第1，2， 3巻)

2 受贈交換図書雑誌 (1976.4.1~1977.3.1)

福井県勝山市古宮遺跡第1次発掘調査概報(渡辺誠氏)

潜塚古墳(渡辺正気氏)

済民草書(井上忠氏)

加曽利南貝塚(杉原荘介氏)

野村望東尼伝(筑紫豊氏)

西台遺跡(法政大学考古学研究室)

福岡県先賢人名辞典(コピー) (井上忠氏)

筑前名家人物志上・下編(コピー) (井上忠氏)

筑前六宿の今昔(コピー) (針谷直道氏)

福衆庵本大般若波羅密室b経(石橋博氏)

ふるさとの自然と歴史必59~必69 (歴史と自然をまも

る会)

ふるさとの自然と歴史A[19，~， 22~24(歴史と自然を

まもる会)

潜塚古墳(大牟田市教育委員会)

筑前国府跡(l) (久留米市教育委員会)

宇美町誌 (2冊) (宇美町教育委員会)

菖蒲浦古墳群の調査太宰府町の文化財第1集

(太宰府町教育委員会)

大野原台地の遺跡(大野町教育委員会)

狐塚古墳群大任町文化財調査報告書第l集(大任町

教育委員会)

北九州市の文化財(北九州市教育委員会)

ふるさと筑紫野一史跡をたずねてー(筑紫野市教育委

書

旧唐書(中華書局)16 (第1~16巻)

南史(中華書局) 6 (第 1~6 巻)

金史(中華書局) 8 (第 1~第 8 巻)

雲岡石窟(世界文化社) 1 

日本原始工芸(北海道出版) 1 

日本畜産史(法政大学出版局) 1 

加曽利南貝塚(中央公論美術出版) 1 

19 

史蹟名勝天然記念物調査報告書(福岡県文化財資料刊

行会) 史蹟の部第12精 1 

英文を書くための辞書(北星堂) 1 

スタンダード仏和辞典(大修館) 1 

中日大辞典(愛知大学) 1 

ロシア語辞典(博友社) 1 

パンチカードの理論と実際(南江堂) 1 

員会)

春日市小倉大南所在の遺跡大南遺跡調査概報

(春日市教育委員会)

岡垣町所在古墳群の調査一東国古境群(図版編)

(岡垣町教育委員会)

スダレ遺跡穂波町文化財調査報告書第1集

(穂波町教育委員会)

第九編社寺一郷土資料調査概説ー(柳川・山門・三

池教育会)

福岡県観光のしおり(昭和51年9月現在) (福岡県観

光連盟)

福岡市水道五十年史(福岡市水道局)

西海道一江戸時代図誌22ー(筑摩書房)

続・筏遺跡百人委員会埋蔵文化財報告第6集

(百人委員会)

福岡県に於ける明治維新の人柱(福岡県護国神社)

西南の役祭神名簿(福岡県議国神社)

都久志第5号(福岡県立筑紫中央高等学校歴史部)

瀬戸口古墳群(株式会社リコー)

ムラのなかま一年中行事と年令集団ー(東北歴史資料

館)

山陰の仏教考古(八雲立つ風土記の丘資料館)

北九州市立美術館年報必1 (昭和49~50年度) (北九

州市立美術館)
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せとの乙ま犬展(豊田市郷土資料館)

保存科学研究会調査及び工事報告書概要集第一集

(保存科学研究会)

澗海湾の歴史展(北九州市立歴史博物館)

展示品図録(北九州市立歴史博物館)

幡多郡大方町資料調査報告書(高知県立郷土文化会館)

倉敷考古館研究集報第12号(倉敷考古館)

群馬の絵馬群馬県立博物館研究報告第11集 (群馬

県立博物館)

群馬県立博物館報第18号(群馬県立博物館)

昭和48年度研究報告保存科学研究室紀要(3)

(元興寺仏教民俗資料研究所)

研究所概要(元興寺仏教民俗資料研究所)

出土遺物の受託保存処理についての御案内(元興寺仏

教民俗資料研究所)

会員職員録 1976・77(日本博物館協会)

博物館研究 Voi.11必 5 (日本博物館協会)

アメリカの博物館調査報告書一人文科学系博物館一

(日本博物館協会)

石橋美術館館報Ai:20(石橋美術館)

青柳喜兵衛長末友喜展(北九州市立美術館)

瀬戸内海歴史民俗資料館年報 1976 (瀬戸内海歴史民

俗資料館)

沼津市歴史民俗資料館紀要 1(沼津市歴史民俗資料館)

太田貞喜コレクション亜欧堂田善銅版画等目録(須賀

川市立博物館)

箕作家勤書津山郷土館報第8集(市立津山郷土館)

昭和50年度市立市川博物館年報(市立市川博物館)

市立旭川郷土博物館所蔵品目録(市立旭川郷土博物館)

加賀藩人持組篠島家文書紀要第八号(石川県立郷土

資料館)

大阪市立博物館報必15(大阪市立博物館)

加曽利貝原E 貝塚博物館調査資料必2(千葉市加国

利貝塚博物館)

青森県田子町石亀遺跡第2・3次発掘調査概報(2冊)

(平安博物館)

浦和市立郷土博物館研究調査報告書第三集(浦和市立

郷土博物館)

木内家文書目録浦和市立郷土博物館別冊(浦和市立

郷土博物館)

仙台市博物館年報第3号(仙台市博物館)

伊達政宗展(仙台市博物館)

勝平得之創作版画図録(秋田県立博物館)

博物館利用の手引き(秋田県立博物館)

秋田のおいたち(秋田県立博物館)

秋田県立博物館研究報告第 1号(秋回県立博物館)

かけほとけ(東北歴史資料館)

和算の世界一算額(東北歴史資料館)

研究紀要第2巻(東北歴史資料館)

年報一昭和50年度(東北歴史資料館)

資料館報J鉱7 (2冊) (埼玉県立さきたま資料館)

埼玉古墳群とその周辺 (2冊) (埼玉県立さきたま資

料館)

新収品目録(昭和49・50年度) (2冊) (埼玉県立さ

きたま資料館)

大宰府の文化財(古都大宰府を守る会)

研究論集2 (九州歴史資料館)

大宰府史跡出土木簡概報(ー)(九州歴史資料館)

朝倉橘広庭宮跡伝承地第3次発掘調査報告(九州歴史

資料館)

大宰府史跡一昭和50年度発掘調査概報(九州歴史資料

館)

九州歴史資料館年報一昭和49年度(九州歴史資料館)

佐賀県立博物館年報一昭和49年度(佐賀県立博物館)

佐賀県立博物館年報一昭和50年度(佐賀県立博物館)

文人函(熊本県立美術館)

装飾古墳室(熊本県立美術館)

長崎市立侍物館々報(第16号) (長崎市立博物館)

長崎県立美術博物館年報一昭和50年度(長崎県立美術

博物館)

長崎県立美術博物館収蔵資料目録 1 (長崎県立美術博

物館)

奈良国立文化財研究所年報 1975 (奈良国立文化財研

究所)

飛鳥・藤原宮発掘調査報告 1(奈良国立文化財研究所)

奈良国立文化財研究所年報 1976 (奈良国立文化財研

究所)

埋もれた京都一地下鉄烏丸線内の遺跡調査 (京都市

高速鉄道烏丸線内遺跡調査会)

捜蔵文化財発掘調査概報(京都府教育委員会)

埋蔵文化財発掘調査概報(京都府教育委員会)

京都市埋蔵文化財年次報告 1975 (京都市文化観光局

文化財保護課)

平安宮跡ー京都市埋蔵文化財年次報告 1974ー1

(京都市文化観光局文化財保護課)

北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書s(滋賀県教育

委員会・滋賀県文化財保護協会)

北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書m(滋賀県教育



委員会・滋賀県文化財保護協会)

衣川廃寺発掘調査報告(滋賀県教育委員会・滋賀県文

化財保護協会)

樹木原遺跡発掘調査報告 南滋賀廃寺瓦窯(滋賀県教

育委員会・滋賀県文化財保護協会)

滋賀県文化財調査年報一昭和49年度(滋賀県教育委員

会)

東奈良(東奈良遺跡調査会)

多賀城跡 多賀城跡調査研究所年報 1975 (多賀城跡

調査研究所)

桃生城跡E 多賀城跡発掘調査報告書(多賀城跡調査

研究所)

研究紀要1II(多賀城跡調査研究所)

県営駅家住宅団地造成地内埋蔵文化財発掘調査報告

(広島県教育委員会)

ナメラ遺跡・岩田遺跡 緑ケ丘遺跡群発銅調査概報

(広島県教育委員会)

庄原カントリークラプコ勺レフ場造成にかかる大風呂古

墳発掘調査概報(広島県教育委員会)

西本遺跡群-A・B・C地点ー(広島県教育委員会)

松山市文化財調査報告書班ー埋蔵文化財発掘調査概報

(松山市教育委員会)

松山市文化財調査報告書羽一文京遺跡(松山市教育委

員会)

古照遺跡n(松山市教育委員会)
伊予路の文化(松山市教育委員会)

弥藤吾新田遺跡発掘調査報告書埼玉県遺跡調査会報

告第29集(埼玉県遺跡調査会)

小針遺跡の調査一A地区一行岡市文化財調査報告書第

3集(埼玉県行田市教育委員会)

旧盛徳徳祉の発掘調査行田市文化財調査報告書第2

集(埼玉県行岡市教育委員会)

門前池遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告(9)(岡山

県教育委員会)

岩田古墳群，他野山第2・5号墳，三蔵畑遺跡(岡山

県山陽町教育委員会)

高橋遺跡第六次調査概報豊田市郷土資料館報告八

(豊田市教育委員会)

塚越遺跡調査概報豊田市郷土資料館報告九(豊悶市

教育委員会)

寺浦廃寺跡佐賀県文化財調査報告書第34集(佐賀県

教育委員会)

石木遺跡佐賀県文化財調査報告書第35集(佐賀県教

育委員会)

八雲立つ風土記の丘周辺の文化財(島根県教育委員
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会)

国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査

報告書-1ー(島根県教育委員会)

熊本県文化財ハンドブック 1974(熊本県教育委員会)

久保遺跡，観音堂石塔群，櫛島遺跡熊本県文化財調

査報告第18集(熊本県教育委員会)

朝団墳墓群I一木崎遺跡 山口県埋蔵文化財調査報告

第32集(山口県教育委員会)

大津廃寺(山口県教育委員会)

大立洞穴第一次調査概報(山形県教育委員会)

横浜市三殿台考古館収蔵品目録(横浜市教育委員会)

横浜市三殿台考古館概要(横浜市教育委員会)

野田の民俗調査 野田市文化財報告第三冊(野田市教

育委員会)

野田市文化財抄報1一山崎員塚(野田市教育委員会)

方形周溝墓等の調査一勝沼バイパス道路建設に伴うー

(山梨県教育委員会)

弘前の文化財 (2冊) (弘前市教育委員会)

平戸市民俗資料緊急調査報告書 平戸市の文化財5

(平戸市教育委員会)

風観岳支石墓群調査報告書諌早市文化財調査報告書

第1集(諌早市教育委員会)

大谷遺跡発掘調査報告E 四日市市埋蔵文化財調査報

告11(四日市市教育委員会)

尼崎市金楽寺貝塚I 尼崎市文化財調査報告第11集
(尼崎市教育委員会)

野津川流域の遺跡(野津町教育委員会)

昭和50年度指定兵庫県文化財調査報告書(兵庫県教育

委員会)

ネギノ遺跡大分県文化財調査報告第35輯(大分県教

育委員会)

法鏡寺跡発掘調査概報 1(宇佐市教育委員会)

菅生台地と周辺の遺跡(竹田市教育委員会)

伊場木簡図版伊場遺跡発掘調査報告書第一冊(浜松

市教育委員会)

伯母野山弥生遺跡神戸市文化財調査報告6(神戸市

教育委員会)

天神洞古墳群発掘調査報告書 沼津市文化財調査報告

第4集(沼津市教育委員会)

藤井原遺跡、第2次発掘調査概報 沼津市文化財調査報

告第10集(沼津市教育委員会)

下本谷遺跡(下本谷遺跡発掘調査団)

恵子若山遺跡(恵子遺跡調査会)

なすな原遺跡一表面採集調査報告(なすな原遺跡調査

会)
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埋蔵文化財発掘調査概報集 1976 (鳥羽離宮跡調査研

究所)

耶馬台のふるさと 1号一山門郡の遺跡(耶馬台郷土史

会)

対馬風土記第13号(対馬郷土研究会)

民俗特別展 日向の山と海と川の生活(宮崎県総合博

物館)

美作悶津山町玉置家文庫目録 津山郷土館報第9集

(市立津山郷土館)

津山市史第二巻中世(津山市役所)

京都大学文学部博物館 考古資料目録第l部(京都大

学文学部)

京都大学文学部博物館考古資料目録第2部(京都大

学文学部)

京都大学文学部博物館考古資料目録第3部(京都大

学文学部)

九州歴史資料館年報 昭和50年度(九州歴史資料館)

九州の奈良・平安陶磁(九州歴史資料館)

樹木原遺跡発掘調査報告n(滋賀県教育委員会)
ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書1lI-1 (滋賀県教育

委員会)

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書1lI-n (滋賀県教育
委員会)

藤岡ー遺作展(北九州市立美術館)

近代作家による洋画展(北九州市立美術館)

北九州市立美術館年報必 1 (昭和49年~50年度)

(北九州美術館)

員をめぐる考古学(三島格氏)

昭和50年度山陽新幹線関係埋蔵文化財調査概報(福岡

県教育委員会)

山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告第1集(福岡県教

育委員会)

山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告第2集(福岡県教

育委員会)

福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告第3集(福岡

県教育委員会)

今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告第4集(福岡県

教育委員会)

九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告-VI-(福

岡県教育委員会)

昭和50年度井原・三雲遺跡発掘調査概報(福岡県教育

委員会)

福岡県遺跡等分布地図(豊前市・築上郡編) (福岡県

教育委員会〕

福岡県遺跡等分布地図(行橋市・京都郡編) (福岡県

教育委員会)

増補改訂・福岡県文化財目録(福岡県教育委員会)

京ノ隈遺跡 (3冊) (福岡市教育委員会)

板付福岡市埋蔵文化財調査報告書第35集 (3冊)

(福岡市教育委員会)

板付周辺遺跡調査報告書 福岡市埋蔵文化財調査報告

書第36集(3)(3冊) (福岡市教育委員会)

鶴町遺跡 福岡市埋蔵文化財調査報告書第37集(2冊)

(福岡市教育委員会)

外パンフレット類 36冊

昭和 51年度予算

歳入
(単位千円)

雑 入 3 私用電話通話料

歳出

費 目/事項別 管 理 費 事 業 費 (単位千円)

報 酬 226 資料館協議会委員

賃 金 1，683 複理復製作元業品補，補強パ助，特，ネ設資ル原料展図実関係作測製作準，業備資補作料業助補分，類資助料整

報 償 費 496 資指料料導選定寄，原贈指稿導謝礼・鑑，資定料委複員製謝礼・パ，企ネJ画レ製展作資

旅 費 134 修日本会博物館大会，博物館研 666 資資料料借運上搬寄，贈各寄地託博物交渉館，調複査製品の検分，
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印刷消耗品費 368 品P，R用新刊聞行雑物誌 一消般毒用事薬務用品 2，446 
パンフ材録レ料ット， 企画展目年録報， DPE 
集乙ん，包目 ， フィルム， --'T&ll'研究論

光熱水費 2，418 電気，ガス，水道，燃料

食 料 費 81 歴資史料借資料用館交渉協議会， 来客用 47 複展製指導品，会パ議用ネル製作指導会議用，企画

修 繕 料 400 線展照示ケースガラ資ス料，電等気修配
明灯，借用 理

役 務 費 819 電人話・料対物，郵保便険料料， 火災・対 298 案切手内状，年，パンフレット発送用，連絡用
報・図録発送用

委 託 料 11，766 i害F防官融i等E聾時晴 4，719 
複作製資品料，パ復ネル，強題せん， 展製示用作具製
， 元補 ，スライド

自動車借上料 396 展示・寄託・調査資料・購入資料運搬用

借 損 料 172 資植料木借館上協議料会会場借上料 430 展示資料借上，会議場借上

工事請負費 400 避難用階段等改造工事

備品購入賞 30 図書 3，500 書キャビ図ネット， 文図書化財ケ購ース，等書棚， 図
，製器具， 入

負及担び金交補付金助 31 用館日本機協博議関物会連館，絡協歴協会史議，資会九料州保博在物利

計 16，845 14，636 31，481 

福岡市立歴史資料館条例(夏官官官宅)

(設置)

第1条福岡市及びその周辺の歴史iζ関する資料(以

下「資料」という。)の保存と活用を図り，もって

市民文化の向上に資するため，福岡市立歴史資料館

(以下「資料館」という。)を福岡市中央区天神一

丁目に設置する。

(事業)

第2条資料館は，次の各号lζ掲げる事業を行なう。

(1)資料の収集，整理及び保存に関すること。

(2) 資料を市民iζ展示し，公開するとと。

(3) 資料の専門的調査研究を行なうこと。

(4) 前各号に掲げるもののほか，資料館の設置の目

的達成に必要なこと。

(職員)

第2条資料館l乙館長その他必要な職員を置く。

(観覧料)

第4条資料館に展示した資料の観覧料は，徴収しな

L 、。
2 前項の規定にかかわらず，資料館に特別の展示を

したときは，教育委員会は，その実質相当額の範囲

において観覧料を徴収する乙とができる。

(入館の制限)

第5条教育委員会は，次のいずれかに該当する者に

対し入館を拒み，又は退去を命ずることができる。

(1)資料館の管理上必要な指示又は指導IC従わない

もの

(2) 資料館の管理上支障があると認められるもの

(資料の貸出し)

第B条教育，学術若しくは文化IC関する機関若しく

は団体又は学術研究のために特に資料を利用しよう

とする者は，教育委員会の許可を受けて資料の貸出

しを受けることができる。

2 前項の貸出しは，資料の保管について安全が確保

できると認められる場合に限り行なうものとする。

(損害賠償)

第7条資料の観覧者又は貸出しを受けた者がその責

lζ帰すべき理由により資料館の建物若しくは施設又

は資料を破損し，滅失し，又は汚損して本市に損害

を与えたときは， ζれらを原状IC復し，又はその損

害を賠償しなければならない。

(協議会)

第B条資料館iζ福岡市立歴史資料館協議会(以下「
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協議会」という。)を置く。 委員の任期は，前任者の残任期間とする。

2 協議会は，資料館の運営に関し館長の諮問に応ず 5 委員は，再任されることができる。

るとともに，館長に意見を述べるものとする。(委任)

3 協議会の委員の定数は， 20人以内とし，次の各号 第g条 乙の条例に定めるもののほか，資料館の管理

に掲げる者のうちから教育委員会が任命する。 に関し必要な事項は，教育委員会規則で定める。

山学校教育及び社会教育の関係者 附則

(2) 学識経験者 この条例は，昭和47年11月16日から施行する。

4 前項の委員の任期は 2年とする。ただし，補欠

福岡市立歴史資料館条令施行規則(緊急三財ぷ号)

(趣旨)

第1条 この規則は，福岡市立歴史資料館条例(昭和

47年福岡市条例第47号。以下「条例」という。)の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。

(組織)

第2条福両市立歴史資料館(以下「資料館」とい

う。)の事務を行なうため，資料館lζ管理係を置く。

(職員)

第3条資料館lζ館長，係長，吏員その他の職員を置

く。

2 前項の職員のほか，特定事務を担当させるため，

資料館に文化財・主事を置くととが出来る。

3 館長，係長及び文化財主事は吏員のうちから命ず

る。

4 館長及び係長は，上司の命を受けて資料館又は係

の事務を掌理し，所属職員を指揮監督する。

5 文化財主事は，上司の命を受けて担当事務を処理

する。

6 吏員その他の職員は，上司の命を受けて分担する

事務を処理する。

(職務権限の代行)

第4条 館長に事故ある場合又は館長が欠けた場合に

おいて，特に事務取扱者を命じないときは，係長が

その係に属する事務について館長の職務権限を代行

して行なれただし，重要又は異例な事務について

は，社会教育部長の指揮を受けなければならない。

2 前項の規定により館長の職務権限を代理して行な

う者がないときは，社会教育部長が行なう。

(開館時間)

第5条資料館の開館時間は，午前9時から午後5時

までとする。ただし，教育長は，必要があると認め

る場合には，これを変更することができる。

(休館日)

第B条資料館の休館日は，次のとおりとする。ただ

し，教育長は必要と認める場合には，これを変更

し，又は臨時K休館することができる。

(1) 毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年 1月3日まで

(入館者の心得)

第7条資料館lζ入館する者は，次の事項を守らなけ

ればならない。

(1) 所定の場所以外の場所で飲食し，喫煙し又は火

気を使用しないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為をしな

L 、こと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 職員が行なう管理上必要な指示又は指導に従う

こと。

(貸出)

第a条条例第6条第1項の規定による資料の貸出を
受けようとする者は，福岡市立歴史資料館資料貸出

許可申請書(様式第 1号)を教育長lζ提出しなけれ

ばならない。

2 条例第6条第 1項の規定による資料の貸出の許可

は，資料貸出許可書(様式第2号)を交付して行な

つ。

(寄贈等)

第自条資料館lζ資料を寄贈し又は寄託しようとする

者は，教育委員会に申し出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは，寄託者の承認を得

て行なうものとする。

(委任)

第10条 この規則の施行に関し，必要な事項は，教育

長が定める。

附則

この規則は，公布の日から施行する。
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面積

地階 218.8m 
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3 階 25.5m' 

倉庫 1l.6m' 

便所 14.5m' 

図書室 16.6m' 

H皆平面図
展示室
第 1展示室 78.3/11' 

第 l展示宅 よ| 事J~[ 11 第 2展示室 15.7m' 

第 3展示室 31.7/11' 

第 4展示室 19.2m' 

第 5展示室 内.5m'

第 6展示室 67.9m' 

:eJ 
収蔵庫 36.7m'

11 祷 11
通路

2階平面図

3階平面図

i第6展示室
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